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wTO農業交渉で新しい貿易ルールを求める意見書

このことについて､下記のとおり､内閣総理大臣､外務大臣､農林水産大臣､

衆議院議長､参議院議長に意見書を提出する｡
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wT O農業交渉で新しい貿易ルールを求める意見書

平成5年1 2月に合意成立したウルグアイ･ラウンド以降､一部の輸出国が

輸出を増加させる一方､輸入国および開発途上国では､食料自給率の低下や食

料不足が拡大しています｡

また､わが国では､農林業従事者の高齢化と後継者不足､農山漁村における

集落機能の低下､耕作放棄地の増大など多くの課題が山積しています0

こうしたなか､平成1 1年7月に施行された｢食料･農業･農村基本法｣は

日本農業の今後の基本方向を示したものであり､ WTO農業交渉において､新

基本法に掲げる理念及びそれを実現させるための施策が国際規律のなかで正当

に位置付けられる必要があります｡

このため､昨年1 2月WTOに提出した｢日本提案｣に示される､農業の多

面的機能-の配慮､食料安全保証の確保､農産物輸出国･輸入国に適用される

ルール不均衡の是正､消費者･市民社会わ関心-の配慮などに考慮した新しい

貿易ルールを確立するためには､日本政府の毅然たる対応が不可欠です｡

本議会としても､本年1 1月､カタールで開催されるWTO第4回閣僚開議

において､次の意見が反映されるよう要請します｡
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1地球規模での需給逼迫に対処するため､各国の生産資源を最大限活用した

食料安全保障システムを確立すること｡

2　食料の安全性を確保するため､厳格な安全基準の策定と透明な表示ルール

を確立すること｡

3　国土･自然環境の保全など､農林水産業のもつ多面的機能を重視した国際

的ルールを確立すること｡

4　国内助成のあり様は､担い手の育成や地域産業の振興を妨げることのない

よう幅広い国内政策が可能なルールとすること｡

以上､地方自治法第9 9条の規定により､意見書を提出します｡

平成13年9月21日

鳥取県三朝町議会


